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企業概要

会社名

創 業

設 立

グループ従業員数

資本金

会長・社長

本 社

（2024年6月末現在）

ダイキン工業株式会社 
1963年（昭和38年）大阪金属工業株式会社から社名変更

1924年（大正13年）10月25日大阪市で創業
創業者：山田晁

1934年（昭和9年）2月11日

連結98,162名

850億円

会長 兼 CEO：十河政則 社長 兼 COO：竹中直文

大阪市北区

連結子会社349社（国内31社、海外318社）グループ会社数
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本社ビル外観



2023年度
連結売上高

4兆3,953億円

油圧機器 酸素濃縮機

空調
92％

化学
6％

その他事業

空調事業

住宅用

業務用

サービス

化学事業

半導体用途

冷媒

自動車用途

事業内容
その他

2%
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当社を取り巻く長期的な環境課題

2050年に世界人口は約100億人に達する
これから人口増加するアジア・アフリカの発展途上国は、赤道付近に集中しているため

今後30年で100億人が快適な生活を求めてエアコンを使いだす

社会シナリオからみた環境課題について

世界人口の増加
世界の総人口98億人※1

新興国の経済成長
主要経済大国7カ国のうち6カ国は新興国が占める※2

都市化
都市開発が進み世界の人口の約7割が都市に住む※3

廃棄物の増加

電力需要の拡大と集中
世界全体で毎年平均4,500万人ずつ電力消費者が増える(2040年)※4

エアコンのある建物は現在の3.5倍の約56億棟※5

森林破壊
2000年比で1/7の

熱帯雨林が失われる※6

資源の枯渇

気候変動
温室効果ガスの排出量が2010年比で50％増加※7

熱中症や感染症リスクの増加※8

エネルギー需要の拡大
世界のエネルギー使用量が
2010年比で80％増加※7

大気汚染
大気汚染の原因の早期死亡者数は

400万人を超える(2040年)※4

※１：国連「World Population Prospects：The 2017 Revision」            
※２：PwC調査レポート「2050年の世界」
※３：国連「World Population Prospects：The 2018 Revision」
※４：IEA 「World Energy Outlook2017」

※５：IEA 「The Future of Cooling」
※６：Center for Global Development「The Future of Forests : Emissions from Tropical Deforestation 
with and without a Carbon Price, 2016-2050」
※７：OECD 「環境アウトルック2050」
※８：WHO「Quantitative risk assessment of the effects of climate change on selected causes of 
death, 2030s and 2050s」 4



空調機のフロン漏洩抑制の取り組み

業務用空調機にはフロン漏洩を抑制する法律も制定されており、
既設機を含む空調機法対応サポートを通じて環境貢献を実現する
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業務用エアコンには下記の通り定められた
法定点検が必要です

■対象となる事業者
第一種特定製品に該当する業務用エアコン､冷凍･冷蔵機器を使用している全ての事業者。
例：工場、病院、福祉施設、学校教育施設、飲食店、小売店など

圧縮機定格出力

7.5kW未満
の機器を保有している場合

3ヶ月に1回以上、管理者
（ユーザー様）

が、ご自身で行う点検が必要に
なります

簡易点検

7.5kW以上

1年または3年に1回以上、専門業者への
定期点検の委託が必要になります

定期点検＋簡易点検

点検

記録

報告

機器の
点検を行う

点検等の
記録を保存

フロン類算定
漏洩量を報告

１

2

3

フロン排出抑制法とは…

圧縮機定格出力

の機器を保有している場合

・故障予知

・緊急出動

・省エネ制御

・フロン法対応

アシスネットサービス

エアネットサービスシステム
～本日ご説明～
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ダイキン製室外機に
IoT端末を接続する

アシスネット IoT端末

エアコンにIoT通信端末を装着するだけの簡単な手順で準備はOK!

IoT端末から得られた機器データを集約

・フロン法点検サポート
・Webで機器運転データ履歴を参照
・故障時には緊急メールを送付する

ア シ ス ネ ッ ト 無線通信

ダイキン
ビル用マルチエアコン 室外機

インターネット接続可能な端末

空調機の運転データを遠隔監視することで、フロン排出抑制法の対応を
含め、ユーザー様の空調機管理をアシストするサービスです。

事例①アシスネットサービスのご紹介
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■IoTシステムで運転データ取得し、フロン法定期点検に
 必要なデータを自動抽出。
■エンジニアが伺い現地の外観点検と抽出データを合わせて
漏洩可否を総合診断

点検時間1/3
お客様の立ち合い拘束も軽減

【取得データによる点検】 【定期点検】

有資格者による点検作業

3年に1回ダイキンのサービスエンジニア
(有資格者)が定期点検を実施

■点検時期をメールでお知らせ
■アプリガイドに合わせて記載項目をチェック／選択

フロン法
簡易点検
アプリ油の

にじみ

異音・異臭
・異常振動

外観の
キズ・汚れ

記載項目を
チェック。
法対応も
バンゼン！

3か月毎に管理者(ユーザー)様が対応頂く
簡易点検をWeb上でサポート

事例①アシスネットサービスのご紹介

別途オプションで簡易点検も自動化できます
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■登録した結果を各種台帳として出力
■多店舗など複数物件を全体及び個別管理できる
■機器リスト共有機能で管理会社にも共有可能

管理工数削減でラクラク！

今までは、EXCELや手書き…

管理工数削減に合わせて
ペーパーレス化も可能

空調機の各種点検/修理結果をWeb上で一括管理

事例①アシスネットサービスのご紹介
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■異常時は、登録先（複数可）にメール通知
■異常が発生した系統・時間・内容が現地でなくても把握できる

異常発生検知画面

クラウド

管理者(ユーザー)様 管理会社/販売店様

困った時も
スグ解決！

異常通知メール
発信

異常発生
アシスネットご契約空調機

異常発生時、即座に状況把握ができ、修理依頼可能

事例①アシスネットサービスのご紹介
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圧縮機稼働時間が保全推奨
時間を経過した機械が一目瞭然。

■圧縮機単位で、運転時間を把握
■通信端末設置から取得したデータと空調機設置時期から推定時間を自動反映

計画的な機器保全の時期や、
省エネ機器へ更新する
タイミングがわかる！

機器情報詳細レポート

運転時間等を見える化

バスタブ曲線

機器の運転時間と故障率の関係

運転時間

故
障
率

データの見える化
が可能に！

予防保全 機器更新機器導入 定期点検

空調機の稼働時間から修繕/更新計画をサポート

事例①アシスネットサービスのご紹介
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事例②エアネットサービスシステムのご紹介

サービス
ステーション

エアネット
コントロールセンター

異 常 監 視

故 障 予 知
遠 隔 復 旧
遠 隔 応 急 運 転

緊 急 出 動

巡 回 点 検
遠 隔 点 検

サービス
エンジニア

お客様
空調設備

出動
指示

お客様設備

データ収集装置
（ﾛｰｶﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ）

24時間
365日体制

全国60拠点

お客様の空調設備と我々ダイキン工業を繋ぎ２４時間３６５日体制で異常監視を行います。
故障予知や万一の故障の際は遠隔でのサービスステーションより緊急出動し、対応を行います。



事例②エアネットサービスシステムのご紹介
お客様の空調機を24時間365日見守る遠隔監視サービス

 故障を未然に防ぐ1エアネットサービスシステムでお客様の空調機の運転状態を24時間365日遠隔監視。
故障予知でトラブルを未然に防止し、突発的な故障にも緊急出動で迅速に対応します。

 有事の際も空調機を止めない2

 万が一の故障時も素早い復旧3

故障予知やシーズン前の遠隔点検により、
最適なメンテナンスを実施。突発的な故障を未然に
防ぎ、急な修理費用なども抑えることができます。

急に空調機が止まっても、
遠隔から応急運転の設定や復旧ができるため、
空調機の停止期間を最小限に抑えることができます。

24時間365日体制でサービスエンジニアが待機。
故障の際にもサービスエンジニアが
緊急出動し、迅速に修理を行います。

空調トラブルに対応する４つのポイント

AI故障診断 緊急出動

遠隔応急運転
PLUS+

遠隔復旧

故障予知 シーズン前 遠隔点検

もしものトラブル時の緊急出動
突発的な故障が起こり、遠隔対応での復旧ができなかった場合も、サービスエンジニアが
迅速に現地に駆けつけて、修理を行います。遠隔対応と緊急出動、ダブルのサポートで、
もしもの時も安心です。

2 4時間3 6 5日体制で迅速な対応が可能

 フロン排出抑制法対応４
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定期点検を無料で実施

サービスエンジニア（有資格者）による定期
点検を無料で実施

※遠隔みまもりプランの場合は、別途費用が発生いたします。

簡易点検の工数を大幅削減

対象機種※

販売時期 機器種別

2006年以降 業務用マルチエアコン

2006年以降 設備用ZEAS

2017年以降 店舗・オフィスエアコン(machi
マルチ）

2021年10月以降 店舗・オフィスエアコン(スカイ
エア)

2022年9月以降 HEXAGON

※ それぞれ一部対象外の機種もございます

お客様自身で行う簡易点検をサポート。
点検作業の負担を軽減いたします。

フロン排出抑制法の定期点検・簡易点検
をサポート。



事例②エアネットサービスシステムのご紹介
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事例②エアネットサービスシステムのご紹介
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事例②エアネットサービスシステムのご紹介
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空調機のフロン漏洩抑制の取り組み

エアネットサービスシステム アシスネットサービス 保守契約なし

復旧速度
休日・夜間も万全な体制

異常・不具合箇所のメール通知
は来るが時期によっては
出動が遅れる場合あり

異常箇所・内容の特定が必要
時期によっては

出動が遅れる場合あり

故障率
各部品ごとの詳細データより
故障前の予防保全が可能

圧縮機運転時間より
故障前の予防保全は可能

ノーメンテナンスの場合
故障率が高くなる傾向あり

突発修理費用 費用が発生しないので
予算の平準化が可能※1 都度出来高請求 都度出来高請求

機器寿命 詳細データより最適な保全計画の提案・実施が可
能

圧縮機運転時間より
保全計画の提案・実施が可能

ノーメンテナンスの場合
機器寿命が短くなる傾向あり

フロン法対応 定期点検はサービス内です。
簡易点検も自動化で対応可能※

定期点検はサービス内です。
簡易点検も自動化で対応可能※2

定期点検・簡易点検
ともに実施する必要あり

すべてメーカーサービスに
任せたいお客様へ

フロン法対応・異常通知を
ご希望のお客様へ

※1オプションメニューのため
別途費用発生いたします。

※2一部対応できかねる機種がございます。
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参考）空調機のフロン漏洩抑制の取り組み
• 遠隔監視システム（GL-17）対象機群と、（GL-17）未対象機群による冷媒漏洩量の比較を行うため、2022年9月から

2023年9月までの1年間のサービス実績データを抽出した結果、遠隔監視システム（GL-17） 対象機種群の漏洩量は、
 一般保守先の漏洩量と比較し45%ほど少ない結果となった＜参考１＞

• 冷媒漏洩によるガス不足状態における、空調機の消費電力等データを測定し、運転効率低下の傾向を観察した。結果としては
漏洩量が増加するに従い効率が悪化することが確認できた＜参考２＞

参考１）比較対象の機種群の市場サービスデータの比較
●試験条件
室温：27℃
風量設定：急（固定）

●試験結果

※COP＝能力/消費電力

参考２）比較対象の機種群の市場サービスデータの比較
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ダイキンが目指す価値創造

環境価値・社会価値

営業利益率
12％～

経済価値 GHG実質排出量の削減
2025年目標（成行比）30%以上

売上高

営業利益率 11％

2025年度全社目標

経 済 価 値

4.55兆円

営業利益 5,000億円 顧客と直接つながり用途ごとのニーズに応える

安全・安心、快適な空気・空間の提供

人類を暑さ、寒さから解放

食品ロスの削減に貢献

国際ルールづくりへの貢献

従業員・地域の人々の成長に貢献

資源循環への貢献 （今回追加）

今後も事業を通して環境・社会に貢献します！
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